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加速度計を用いた PSL table の動きと QPDの動きの関連性（苔山さん、野替） 

 

・実験の動機 

 モードクリーナーの角度制御用のセンサーである QPDA1、QPDA2ではノイズが大きく、

モードクリーナーの共振光軸のズレが、QPDA1,QPD2の RF信号で感知できないことが

これまでの実験で判明している。 

 

・実験の目的 

 加速度計を用いて、QPDA1(2)のノイズと、PSLルームの光学定盤の動きとのコヒーレン

スを調べる。 

 

・実験内容 

KOACH Filterが ON/OFF の場合の PSLルームの定盤の動きを測定した。 

 今回は定盤に対し短辺方向（Direction１）と長辺方向（Direction2）を測定した。 

 この結果、KOACHが ONの場合に比べ、OFFの場合の定盤の動きは非常に小さくなる 

 ことが確認できた。（測定結果を添付ファイル１，２に示す） 

次に、PSL tableの動きと QPDA1の動き（pitch,yaw）の間のコヒーレンスを調べた。 

 測定結果を添付ファイル３，４に示す。 

 

今回の測定では、PSL tableと QPD1の間にはコヒーレンスはないことが確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

添付ファイル１ 

 

 

添付ファイル２ 



 

添付ファイル３ 



 

添付ファイル４ 


